
大容量の波形メモリーを搭載し、
多彩な機能を併せ持つワークステーション・シンセ、
MOTIFが登場したのは2001年のこと。
以来、ヤマハの最先端の技術が投入されたフラッグシップ・シンセとして、
MOTIFは楽器シーンを牽引し続ける。波形メモリーを贅沢に使用した高品位な音色と、
実用的かつ操作性に優れる機能は多くのミュージシャンたちに支持され、
MOTIFシリーズは、さまざまな制作／ライブの場で、その実力を発揮してきた。
そして2010年。ヤマハは、最新モデルMOTIF XFを発表。
なぜMOTIFはシーンの最前線を走り続け、多くのミュージシャンたちに愛用されてきたのか。
このフラッグシップ・シンセの進化の歴史を振り返ってみよう。
さらに2011年、MOTIFシリーズのDNAを受け継ぎ発売されたモバイル・シンセMOXシリーズの魅力にも迫る。
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アーティストと歩んだ10年の軌跡



　MOTIF XFが発表され、さらなる進化を遂げ
ようとしているヤマハMOTIFシリーズは、すでに
10周年を迎えた。ここでは、これまでのMOTIFシ
リーズの歴史を各機種の特長を踏まえながらその
進化の歴史を紹介したいと思う。

音色と使いやすさを追求した
シリーズ最初のシンセMOTIF
　まずはその前に、MOTIFの歴史が始まったこ
ろのことを話そう。2001年当時は、ある意味ハード
シンセの過渡期とも言えるだろう。ソフトシンセも登
場してはいたが、コンピューターの処理速度も今よ
り遅かったため、現在ほどの安定した感じではな
かった。そんな中、各シンセ・メーカーはそれまで登
場していた音源方式を組み合わせたりしつつ新し
い機種を登場させていた。当時ヤマハからは“EX
シリーズ”というシンセサイザーが登場していて、こ
のシリーズは本体にAWM2、ANやVLといった
物理モデル、モデリングをさらに進めたFDSP音源
というさまざまな音源を詰め込んだシンセだった。
　そしてMOTIFシリーズの最初を飾るシンセ、そ
の名も“MOTIF”が2001年に登場する。EXシ
リーズのように複数音源を同時に詰め込むスタイ
ルをやめ、音源方式は当時のハードシンセとして
は大容量の84MB波形メモリーを搭載、AWM2
＋サンプリング機能に絞られた。またAWM2以外
の音源方式を使用するために、Modular Synt
hesis Plug-in Systemという、プラグイン・ボード
を装着することで本体の音源方式とは全く独立し
た音源を追加することのできるシステム（MOTIF

では3スロット装備）が採用されたことで、よりスピー
ディーに、さらにボードを拡張することで発音数自
体が増えるという、使う人に合わせたパワーアップ
ができるシンセとなった。ちなみにボードの種類とし
ては、ANで使用されていたバーチャル・アナログ
音源、物理モデルVA音源、DX7を進化させた6
オペレーターのFM音源などが用意されていた。
また、サンプリングした波形情報を音楽的にコント
ロールするために、Integrated Sampling Seq
uencerという、波形を独自のアルゴリズムにより自
動的にスライスし、それをシーケンスで鳴らし再構
築、オーディオでありながらテンポ変更などに演奏
を追従させるという機能が内蔵された。これによ
り、例えばギターのカッティング・フレーズなどで、テ
ンポを変えたりハネ具合を変えたりしながらそのま
ま演奏させるというようなことが可能になった。
　操作的な部分では、膨大な数になっていくシン
セのプリセット音色を探しやすくするために、音色
の種類（ピアノ、ギターなど）でサーチできるカテゴ
リー・サーチ機能を搭載。さらに、お気に入りを登
録しておけるフェイバリット・カテゴリー機能も用意
された（当時かなり使いやすくうれしかった記憶が
ある）。また、シングルやマルチなどの枠を越えてワ
ンタッチで呼び出せるマスター・モード機能が用
意されライブで活用できたり、本体左側にある4組
のノブ、スライダーを使ってPC上のシーケンス・ソフ
トをスタート、ストップしたりボリューム、パンなどをコン
トロールすることができたりと、音色だけでなく使い
やすさという点もシリーズ・スタート時からかなり意
識されていたと言えるだろう。さらに演奏の際に便

利な機能としては、パフォーマンス・モードが搭載さ
れていた。これは最大4つまでのボイスの組み合わ
せを記憶しておけるもので、レイヤー、スプリットという
ような設定からアルペジエーター、コントローラーな
ども含めた複雑な組み合わせも記憶しておけるよう
になり、リアルタイムでの表現力が広がった。そして
61鍵 モデル（MOTIF 6）、76鍵 モデル（MO 
TIF 7）、88鍵モデル（MOTIF 8）が用意され
ており、以降シリーズを通じて3種類の鍵盤がライ
ンナップされていく。

音楽的な表現力を高めるための
強化を図ったMOTIF ES
　MOTIFの音源部分をラックに収めて登場し
たMOTIF-RACKは、2002年に発表される。当
時ラック・タイプの音源は2Uのものが多かった中
で1Uというコンパクトなスタイルで登場。小さくなっ
たことで操作しにくくなってしまった部分がありつつ
も、発音数が62音から128音と約2倍にアップ、音
色メモリー数もプリセット384から640、ユーザーも
128から256と増加。またマルチで使用する際にあ
りがたいインサーション・エフェクト4パート同時使
用可能。さらにリバーブ・エフェクトもクオリティアッ
プ、ハード的にもアサイナブル・アウトが2から4に増
え、プラグイン・ボードも1Uサイズでありながら2枚使
用可能だった。と、コンパクトでありながらかなりの
ハイクォリティで、価格も安く設定されていたためプ
ロからアマチュアまでかなり評判になった。
　2003年に登場したMOTIF ESは、MOTIF- 
RACKで進化した発音数はそのまま、マルチでのイ

TIMELINE 2001 2002 2003 2004 2005
Other 

Related 
Models

同時発音数：62＋プラグイン・ボード（3スロット）
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：384、ユーザー：128、GM：128 

［ドラムキット］プリセット：48、ユーザー：16、GM：1
波形メモリー：84MB相当（16ビット・リニア換算）

● MOTIF （2001年）
同時発音数：128＋プラグイン・ボード（3スロット）
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：768、ユーザー：256、GM：128

［ドラムキット］プリセット：64、ユーザー：32、 GM：1
波形メモリー：175MB相当（16ビット・リニア換算）

● MOTIF ES （2003年）

同時発音数：128＋プラグイン・ボード（2スロット）
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：640、ユーザー：256、GM：128 

［ドラムキット］プリセット：48、ユーザー：32、GM：1
波形メモリー：84MB（16ビット・リニア換算）

● MOTIF-RACK （2002年）

● S90 （2002年）
● S90 ES （2005年）

● MO6 / MO8
（2005年）

同時発音数：128＋プラグイン・ボード（2スロット）
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：768、ユーザー：384、GM：128

［ドラムキット］プリセット：64、ユーザー：32、GM：1
波形メモリー：175MB相当（16ビット・リニア換算）

● MOTIF-RACK ES （2004年）

高品位なサウンドと豊富な機能という軸は変わらないものの、さまざまな面で進化を遂げてきたMOTIFシリーズ。
ここではそれぞれのモデルの特徴を追い、その進化の歴史を見ていこう。

進化を続けるフラッグシップ・シンセの歴史MOTIF History

文：守尾崇
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ンサーション・エフェクトは8パートに、波形メモリーも
倍以上とサウンド・クオリティ的なパワーアップを遂げ
たのはもちろん、音楽的な表現力を高めるためアル
ペジエーターにそれまで定番だったパターンだけで
なく、ドラム・ループやギターのカッティングなど1,787
タイプが内蔵された。このアルペジエーターは、

“キーボードメガボイス”というさまざまな奏法の音
色をキー・ナンバーとベロシティ方向にもアサインし
た音色と組み合わせて使うことによって、それまでの
アルペジエーターでは表現するのが難しかった生
楽器の演奏ニュアンスなども、かなりの再現性でリ
アルタイム演奏させることができるようになった。また、
そのころからアマチュアでもマスタリングという言葉を
意識するようになったことも踏まえてか、マスター・エ
フェクトが内蔵されトータル・コンプ的なエフェクト
処理も可能となり、制作から完成まで全行程の音
楽制作を意識したシンセとなった。
　MOTIF ESからMOTIF-RACK ES（2004
年発売）への進化として、音楽制作という方向性
を重視、マルチのプリセットが音楽ジャンルごとに用
意された。また、スタインバーグ社とヤマハの共同
開発プロジェクト“STUDIO CONNECTIONS”
が提唱されたことで、PC上のシーケンサーでプロ
ジェクト（曲）ファイルを開くだけでハードウェアの設
定も完了するなど、さらに便利に進化した。

波形メモリーが倍増
複雑な音作りを可能にしたMOTIF XS
　波形メモリーがさらに倍になり、2007年に登場
したMOTIF XS。ここへきてプラグイン・ボードは

対応しなくなり、AWM2音源＋サンプリング音源
のみに。音作りの機能としては、1音色が8エレメン
トで構成されるようになり、これによりベロシティによる
さらなる細かな音色変化や、複雑な組み合わせな
どが可能になった。そしてパフォーマンス機能はさら
に進化し、アルペジエーターを同時に4つ再生する
ことができるようになり、4パートを使用した曲のアレ
ンジ・データが内蔵されているようなスタイルになっ
た。またエフェクトもパワーアップし、VCM（Virtu
al Circuitry Modeling）によるビンテージ・エ
フェクトを使ったような質感の再現や、ボコーダー
機能も搭載されるなど、音作りの細かい詰めの部
分もかなり充実した。また、カラー液晶ディスプレイ
が搭載され操作性も格段にアップした。
　この時点で音色も機能もかなりの充実度となっ
たMOTIFシリーズ。2008年リリースのMOTIF-
RACK XSでは、単なる音色が詰まった箱で終わ
らせない、操作したくなるラックを目指したようで、今
までとは違う独自の操作性になっている。カテゴ
リー・サーチやノブによるリアルタイムでの音色エ
ディットをしてみると分かるのだが、1Uという限られ
たパネルの中で非常に使いやすい操作性が実現
されている。

受け継がれるMOTIFの系譜
そしてMOTIF XFの時代へ
　MOTIFシリーズは、そこから派生した製品が多
く発売されているのも特徴だ。その機能を継承し
た機種を一部紹介しておこう。
　2005年に発売されたMO6/8はMOTIF ES

の音質や機能を受け継ぎながら、サンプリング機
能を省き発音数などを抑えることで購入しやすく
なったミドルレンジ・モデル。とはいえ波形、音色数、
アルペジエーター・フレーズなどの肝となる部分は
ほとんどMOTIF ESシリーズと同じというコスト・パ
フォーマンスの高いモデルである。
　MMはMOTIFシリーズの波形を受け継いだ
エントリー・モデル。61鍵のMM6は2007年、88鍵
のMM8は2008年登場。初心者にも操作しやす
いよう独自の操作性となっている。またMM6につ
いては軽いので（5.0kg！）ソフトケースなどで持ち
運ぶ場合にも便利。さらにこの価格帯で88鍵盤
も用意されているのはとてもうれしい。
　2009年発売のS70／S90 XSはSシリーズの
最新機種。MOTIF XSの基本機能はそのまま、
新たにサンプリングされた142MBのピアノ音色を
加え、さらにパフォーマンス・クリエイター機能により
レイヤーやスプリットなどの組み合わせを簡単に作
ることができたり、演奏者が直感的に操作できるよ
うパネル上のレイアウトが変更されていたりと、演
奏のためにさまざまな機能が追加されている機
種。光るボタンも増え、演奏中などでもかなり直感
的に操作できる。
　そして2010年9月、ボディ・カラーをブラックに
変更、そのイメージを大きく変えたMOTIF XF
が登場した。10年という月日の中で、いつもミュー
ジシャンとともに歩み楽器シーンを牽引してきた
MOTIFシリーズ。フラッグシップ・モデルと呼ば
れるに相応しいこのシンセサイザーは、今後もさら
なる進化を続けていくはずだ。

2006 2007 2008 2009 2010

同時発音数：128
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：1,024、ユーザー：384、GM：128

［ドラムキット］プリセット：64, ユーザー：32、GM：1
波形メモリー：355MB相当（16ビット・リニア換算）

● MOTIF XS （2007年）
同時発音数：128
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：1,024、ユーザー：384、GM：128

［ドラムキット］プリセット：64、ユーザー：32、 GM：1
波形メモリー：741MB相当（16ビット・リニア換算）、
フラッシュメモリー・エクスパンション・ボードにより最大2GBの拡張が可能

● MOTIF XF （2010年）

同時発音数：128
音色数：［ノーマルボイス］プリセット：1,024、ユーザー：384、 GM：128

［ドラムキット］プリセット：64、ユーザー：32、GM：1
波形メモリー：355MB相当（16ビット・リニア換算）

● MOTIF-RACK XS （2008年）

● MM6（2007年）
● MM8（2008年）

● S70 XS/S90 XS（2009年）
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2001年登場の初代モデル。
大容量の波形メモリーによる高品位なサウンド、
直感的な作業を可能にする高性能シーケンサーを搭載するなど、
歴史の幕開けに相応しいエポック・メイキングな1台。

音楽的な表現力を高めた2代目モデル。2003年リリース。
“キーボードメガボイス”を搭載することで、生楽器を演奏する際のニュアンスを再現した。
アルペジエーター、エフェクトも強化された。

波形メモリーが倍増し、カラー・ディスプレイが搭載された2007年発表の3代目モデル。
1音色が8エレメントで構成、エフェクトもパワーアップするなど、
複雑かつ多彩な音作りが可能になった。

写 真 で た ど る 歴 代 モ デ ル の 雄 姿 ❶

M O T I F  G a l l e r y

MOTIF ES

MOTIF XS

MOTIF
撮影：八島崇
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●MOTIFの開発コンセプトを教えてください。
　コンテンポラリーな音楽を制作するためのプロ
フェッショナル向けワークステーションです。（武田）
●MOTIFの名前の由来は？
　さまざまなフレーズ＝MOTIF（モチーフ）を組
み合わせて音楽制作を行うという、使い方の形態
からきています。“この楽器を弾くことで、どんどん音
楽のモチーフが生まれてきた”と言っていただける
ことを願って付けました。（武田）
●MOTIFのデザイン・コンセプトというと？
　先進的かつクールで、プロフェッショナルな堅固
さを兼ね備えたもの。使いたい機能にすばやく行き
着けるダイレクト・スイッチ、ノブ、スライダーを分かり
やすく配置することで、タッチパネル以上の操作性
を実現しようと考えました。（武田）
●AWM2音源をサウンド・エンジンとして採用する
に至った経緯は？
　サウンド・エンジンは、先行モデルのS80で好評
でしたので、それをベースに演奏だけでなく制作に
使える音を補強するというごくごく自然な流れで開
発されました。ノーマル音色、ドラム音色、サンプリ
ングを、同じ音源チップ上で同居させる上で、整
合性のとれたパラメーターを決定するに際しては、

●MOTIF ESの開発コンセプトを教えてください。
　“フレーズ・ファクトリー”です。音のみならず、リア
ルでクールなフレーズを次 と々生み出し、それをつ
なげて、音楽のスケッチが簡単にできるようにする、
というプロ向けのワークステーションです。（井出）
●音源の強化は、どのようなポイントを踏まえて行
われたのですか？
　シンセサイザーの開発期間中はもとより、製品が
リリースされた後も、実際のライブ／制作現場での
世界中のトップ・アーティストの意見・要望を取り入
れ、波形や音色データをはじめ、サウンド・エンジン
のブラッシュアップの努力は絶え間なく行っていま
す。特に“鍵盤と音とのマッチング”にはとことんこだ
わり、“鍵盤を弾いていて、自分の意図どおりにコン
トロールできる”ような合わせ込みは入念に行って

議論を重ねましたね。（武田）
●特にこだわった音色はありましたか？
　初代MOTIFということで、音色開発にも気合
が入っており、ほぼ全面的に力を入れてやり切っ
た感じです。どの音色にも、どの音色ジャンルにも
愛着があります。あえて言えば、エレピ（ローズ系）
と小規模ストリングス系とドラムです。アコピの音に
力を入れていないということではなく、もともとヤマハ
に十分な力があったので、ほかの音色よりは時間
がかかりませんでした。（大貝）
●アルページエーターが充実しているのもMOTIF
シリーズの特徴です。
　CS1x、 S80と歴代のシンセサイザーでアルペジ
エーターを発展させてきましたが、その中で“フレー
ズ制作のツール”“音色の紹介フレーズとしての
働き”“音色の動きの一部”の3つの点で手応え
のある結果が得られていました。それを、MOTIF
でさらに充実させるようにしました。（大貝）
●内蔵音色以外のそのほかの音源を、プラグイ
ン・ボードで拡張できるようにした理由は？
　シンセサイザーではCS6X/S80から採用されて
いて、自然の流れだったと思いますが、アンサンブ
ル演奏をするにも、制作をするにもAWM２音源だ

います。（坂本）
●新規搭載の音色の中で、特に注力したことはな
んですか？
　“キーボードメガボイス”を搭載したこと。ギター
やベースをはじめとしたMIDIの打ち込みが難しい
楽器も簡単にリアルな音が出せ、もちろん手弾きで
もホンモノの楽器に負けない演奏ができるように仕
上げました。“MOTIF”の楽器名に相応しく、曲
作りのモチーフをインスパイア、アシストできるような
便利な機能です。（坂本）
●前機種MOTIFやS90の波形、音色も取り込む
ことができるようにしたのはなぜでしょうか？
　MOTIFのサウンドについては、やはり単純に
MOTIFの後継モデルだったから。進化した快適
な環境で使えるよう、既存のMOTIFユーザーに

けでは表現できない音色素材はあるし、同じ
AWM2音源でも、本体のメモリーには限界があっ
て、もっと多彩で新しい音素材を、というミュージシャ
ンの欲求に答えるために、採用しました。（武田）
●Integrated Sampling Sequencer開発の経
緯を教えてください。
　MOTIFには素材としての、使える音、使えるフ
レーズがぎっしり詰まっていますが、そこからインスパ
イアされたミュージシャンが新たなフレーズを素早く
作り出し記録していける音楽制作ツールとして、通
常のフレーズ・シーケンサーや進化したアルペジ
エーターと、サンプリングとの組合せをシームレスに
行えるように考えました。（武田）
●開発に際しての、そのほかのエピソードなどあり
ましたら教えてください。
　ユーザー・インターフェースの決定には、試作前
の段階で、実物大のパネル・スイッチの絵をボール
紙に貼り付けて、アメリカに行き、ミュージシャンをは
じめとして関係者に印象を聞きました。音色につい
ても先行モデルのS80をもとに制作過程でも使える
音になっているかの実験を行うなど、あくまでユー
ザーの評価を判断の基準として、製品を世に送り
出すことを心がけました。（武田）

も安心して使っていただきたかったからです。S90
のサウンドについては、ライブ演奏で活躍しているS
のサウンドを制作でも使えるようにという試みからで
す。冒頭に述べました“フレーズ・ファクトリー”の
幅、可能性を広げることが目的でした。（井出）
●2代目の開発で苦労した点を教えてください。
　MOTIF ESは、デザイン、ユーザー・インター
フェースはMOTIFとほぼ同じですが、中身は根
本的に違います。それもあって、全く違うワークス
テーションにするという案もあり、後継か、新規かの
岐路に立ちました。結果、MOTIFのコンセプトを
育てていくという方向を取りました。それにより、
MOTIFというブランド定着させるため、デザインと
ユーザー・インターフェースはあえて初代にそろえま
した。（井出）

MOTIF

MOTIF ES

初代モデルの音色の開発は気合を入れてやり切りました

フレーズ・ファクトリーの幅を広げることが目的でした

担当プロデューサー 武田文光 ／ コンテンツ担当 大貝洋一郎

担当プロデューサー 井出健介 ／ コンテンツ担当 坂本崇

開発者の言葉で紐解くシリーズ誕生秘話MOTIF Maker Interview
華 し々い進化を遂げたシリーズの裏側では、多大なる努力が費やされている。
そこで一番近くで製品を見続けてきた開発者たちにインタビューを敢行。MOTIF誕生秘話を語っていただいた。
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MOTIF XF
写 真 で た ど る 歴 代 モ デ ル の 雄 姿 ❷

M O T I F  G a l l e r y

撮影：八島崇
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●MOTIF XSの開発コンセプトを教えてください。
　楽器としての性能を上げることはもちろんです
が、MOTIF ESのコンセプトである、“フレーズ・
ファクトリー”の考え方をさらに進めて、より直感的、
感覚的に曲のイメージを形にできるように進化させ
ました。例えば、パフォーマンス・モードでは、気に
入った音色やアルペジオを最大4パート重ねて演
奏することができ、その演奏をそのままシーケンサー
に録音することが可能です。“音を出してたら曲の
土台ができた”というようにユーザーをインスパイア
するシンセサイザーに仕上げました。（堤）
●カラー液晶画面を導入した経緯は？
　操作性の向上、情報一覧性をアップするのが
目的でした。音作りや、パターン制作時など、そのと
きに一度に知りたいパラメーターの値を視認できる
ことで、音楽の方により意識を使えるようにしたかっ
たのです。また、リスト表示可能にすることで、エフェ
クトやフィルターの種類を変更するときに目的のもの
を迷いなく選ぶことができるなど、ユーザー目線をポ
イントにしています。（堤）
●音源はどのように強化されたのでしょうか？
　CPUやDSPといったハードウェア部分とOSと
いったシステムの根幹の見直しを行いました。
AWM2という音源方式そのものは同じですが、4
パート同時に使用できるアルペジエーターやVCM
エフェクトの搭載を実現しました。またボイスの強化

も単なる技術の進化に陥らず、8エレメントを全部使
い切ろうとして発音の重い音にならないように気を
付けました。あくまで楽器としての表現力を上げるた
めに、という思考ですべてが考えられています。（堤）
●XA（eXpanded Articulation）機能が導入さ
れ表現が広がりました。
　ギター、管楽器、弦楽器の音色群の表現力が
アップしました。通常の鍵盤演奏の奏法ではコント
ロールできない、元の楽器の持っている特性を表
現できるようになりましたね。AF（アサイナブル・ファ
ンクション）ボタンを使ったXAコントロールには特
に注力しています。（大高）
●アルペジエーターを大幅に強化した理由は？
　MOTIF ES までのアルペジエーターは、１パー
トのみの再生に限られていたものの、音楽制作上
の有力なツールとして活用されてきました。MOT 
IF XSでは、そのアルペジエーターを使った音楽
制作手法を発展させ、よりバリエーション豊かに曲
のイメージを膨らませたり、スピーディーにベーシッ
ク・トラックを作り上げることができるよう、複数パート
のアルペジエーターの同時再生を可能とするなど
の機能強化をしました。（伊藤）
●さらにVCMエフェクトも導入されました。
　世界中のレコーディング現場でスタンダードに
なっているヤマハのデジタル・ミキサーに2004年か
ら搭載された“VCMエフェクト”の評価が非常に

高く、“これをシンセサイザーに搭載できないか？”と
いう問い合わせが数多くありました。これを実現す
るためにもCPUパワーの増強やOSの一新を図りま
した。（堤）
●拡張ボード・スロットは廃止した理由は？
　プラグイン・ボードはANやVL、DXといったシン
セサイザーのエンジンそのものが追加できることが
特長ですが、波形の大容量化や、XA機能による
表現力強化を優先させました。また拡張音源は
夢を広げる一方で、操作や設定の煩雑さが音楽
を表現する意欲を削いでしまう面もありました。そこ
でMOTIF XSではシンセ本体1台で、楽器として
のあるべき形を追求したのです。また、DAWの普
及に伴って、大容量のハードディスクを搭載した
PCを巨大なデータ・ストレージとして使うことができ
るようにETHERNETを搭載しました。ユーザー
同士でのMOTIFの音色データのやり取りや、
サード・パーティーによる音色ライブラリーはPCを
使ってダウンロードするので、そのデータをいちいち
USBメモリーなどにコピーせずに、直接読み込め
た方が自然だと考えました。（堤）
●そのほかにこだわった点を教えてください。
　音を出しっぱなしにして、音作りやフレーズ、パ
ターン作りができるようにしました。MOTIFと戯れる
ことで音、音楽が変化変貌していくことを体感でき
るようにしたかったのです。（堤）

●MOTIF XFの開発コンセプトを教えてください。
　基本は歴代MOTIFと同じ、ハイエンド・ワーク
ステーション・シンセサイザーとして、音、デザイン、
機能の新規性を提供することです。ポイントは3つ
あって、1つ目はサウンドです。新規サンプリングを
含め内蔵波形を倍増させました。S6グランド・ピア
ノ、クラビネットなどのキーボード・サウンドほか、ドラ
ム・キット、ベース、ギター、ブラス、ストリングスなどの
R&Bサウンドを強化し、さらに、骨太のシンセ・サウ
ンドも追加しました。そして2つ目は波形拡張メモ
リーとして、業界初の最大2GB拡張可能な大容
量フラッシュメモリー・エクスパンション・モジュール
を採用したこと。ライブラリーやオリジナル・サンプル
を、電源を切っても保持してくれます。そして3つ目は
インターフェースです。精悍なブラック・ボディに、視
野角が先代に比べ広がり、見やすくなった新規
ディスプレイを採用しました。タップ・テンポはじめ新

しくパラメーターのツマミを追加、使い勝手を向上
させました（大野）
●ボディ・カラーをブラックにした理由は？
　MOTIFのユーザーは、非常に年齢の幅が広
く、また皆さん長く愛用していただいてますので、デザ
イン・チームにはそんなユーザーのための道具となる
ようなデザインをお願いしました。車で例えるなら、エ
ンジン性能と足回りの良さを誇り、マルチユースに耐
えうるSUV系ですね。また多くのプロ・ミュージシャン
に使っていただいていることから、議論を重ね、デザ
イン・コンセプトを“プロフェッショナル・ツール”とし、そ
れに相応しいブラックを選択しました。コンセプトに沿
うよう、グラフィックも極力シンプルにデザインされてい
ます。（大野）
●音源はMOTIF XSからどう進化しましたか？
　音源システム自体はMOTIF XSのものを引き継
いでいますが、音の出口のアナログ回路をさらにブ

ラッシュアップすることで、音のスピード感、音圧が増
し、より正確な音像が得られるようになっています。また、
音色的には、キーボーディストにとって最も重要な手
弾き系音色を強化しました。また、それ以外の音色に
ついてもバリエーションの充実を図りました。（大野）
●新規搭載の音色の中で、特に注力したものは？
　強いて1つだけ挙げるとすれば、クラビ音色です。
バンド・アンサンブルで使いやすいサウンドに仕上げ
ました。本物のクラビは押鍵のたびに音質や挙動
が異なるという不安定な要素があり、そのような部分
もリアルに再現しています。ほかにも、細かくサンプリ
ングされたキーオフ音やモジュレーション・ホイール
に仕込まれたミュートレバー効果など、とにかくリアル
さにこだわりました。（村田）
●開発で特に苦労された点を教えてください。
　音の最終段、出力部のアナログ回路を改良した
点です。ハード担当者の努力の結晶です。（大野）

MOTIF XF

MOTIF XS

デザイン・コンセプトは“プロフェッショナル・ツール”

ユーザーをインスパイアするシンセサイザーに仕上げました

担当プロデューサー 大野 拓 ／ コンテンツ担当 村田潤一郎

担当プロデューサー 堤 聡 ／ コンテンツ担当 伊藤義久・大高史嗣

MOTIF Maker Interview
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　ヤマハMOTIF ESからXSと本誌でレビューを
書かせていただいた筆者も実は大のMOTIFファ
ン。ライブ・セッティングもMOTIF XS8＆XS6に
初代MOTIF-RACKが2台を使用している。そん
なMOTIFシリーズも世界中のアーティストやプレ
イヤーに愛され続け早10年。そのアニバーサリー
な節目にリリースされた最新シリーズMOTIF XF
をジックリと検証してみよう。
　まずひと目で分かる違いがカラーリング。
MOTIF XS（以下XS）のサイバーなブルーから
MOTIF XF（以下XF）では精悍なブラックへス
イッチ。シルク印刷された文字表記部分にも高級

　XFでは新たに最大2GBのフラッシュメモリー
（別売）を搭載でき、本体内蔵波形メモリー、
128MBのSDRAMと合わせて最大で約3GBの
波形メモリーを持つモンスター・シンセとして使用
可能。フラッシュメモリーは一度データをロードす
れば電源を切ってもメモリーが保持されるため、
追加した波形を含む音色はプリセットと同じよう
に扱えるのだ。さらに今後、ヤマハから無償配布
される予定の音色データ、オンラインで販売予定
の大容量サンプルの音色データから自分の好き
な音色を選んで追加することができ、自分だけの

フラッシュメモリーで広がる可能性

波形メモリーの倍増による高品位なサウンド

精悍なブラック・カラーでシャープな雰囲気に

　MOTIF ESからXS、そして今回のXFへと毎回
倍増してきた波形メモリー。XFではXSの倍であ
る714MBもの波形メモリーを搭載。さらにバリ
エーション強化にもつながる新収録の追加波形
も1,200種以上に。波形レベルのサウンド・エ
ディットの幅が格段に広がった。
　 XFの各プリセット群は基本的にXSのプリセッ
トを継承しているのでXSからXFに買い替えしたと
しても“あの音がない！”と慌てることもない。ただ
しXFでは出力のDAコンバーター部の改良もあっ
てか、そのサウンド・クオリティはさらに向上してい
る。レビュー用に借りたXF7と所有しているXS6
の同じピアノ・サウンドを比較してみると、臨場感
に差を感じた。高域の澄みわたったシルキーさ、
中低域のガツンとしたおいしい質感がXFではよ
りリアル。これは高品位オーディオ・インターフェイ
スを使用した時の印象によく似ている。
　新搭載されたプリセット・サウンドとしては

“Natural Grand S6”が素晴らしい。これは同

感が漂う。さらに中央のLCDディスプレイもブ
ルー系からホワイト＆レッド系へ変更され全体的
にシックかつシャープな雰囲気を醸し出している。
　そのほか、XF6&7のFSX鍵盤やXF8のBH （バ
ランスドハンマー）鍵盤、フロント＆バック・パネル
や入出力類、ノブ＆スライダー、シーケンス＆アル
ペジエーター、エフェクトなどの仕様はほぼXSと
同等。XFを購入したXSユーザーは何ら考えるこ
となくすぐに使用できるのはうれしい点だ。これを
別な視点で見れば“操作性向上の必要がない”
ということ。“すでにMOTIFの操作性が完ぺきで
ある！”ということの裏付けと言えるだろう。

シンセサイザーを作り上げることができる。また、よ
く使うドラム音色をオリジナル・キットとしてフラッ
シュメモリーに保存しておけば、電源を入れればす
ぐにプリプロ可能というハードウェアならではの
利点を最大限に活用することができる。
　わずか数小節の“モチーフ”から人を感動させ
る音楽へ。今振り返ればたった84MBの波形メモ
リーからスタートしたMOTIFシリーズだが、それか
ら10年。創造力への“至高のショートカット”がで
きるシンセMOTIF XFとして生まれ変わった本機
を、ぜひさまざまな現場で活用してみたいものだ。

社のハイグレード・グランド・ピアノS6をサンプリン
グしたピアノ音色。元波形の良さはもちろん、ベロ
シティ・スイッチの構築が見事で、特に弱いタッチ
での存在感が秀逸だ。ぜひ88鍵タイプのXF8で
弾いてみたい！と思わせる絶品アコピ・プリセット
である。そのほかストリングス、ブラス、シンセ、ティ
ンパニ、シンセなど、XSとは別次元のパッチも収
録されている。
　ちなみにXSのボイス・ユーザー・メモリーは、単
にプリセットからのピックアップでしかなかったが、
XFではユーザー・バンク1にプリセットには入りき
らなかった新規サウンドを収録。ドラムも同じく新
規ドラム・キットを収録している。“XSのプリセット
なら全部覚えてるぜ！”という方はまずはこのXFの
“VOICE [USER 1]”を弾いてみるべし！
　生々しくブラッシュアップ＆大容量化されたXF
サウンドなら当然プレイヤーの力量も存分に発揮
させてほしい。そんなときはXS から新搭載のアー
ティキュレーション機能“XA機能”と併用すること

で、一層リアルで表情豊かなプレイが楽しめるこ
とだろう。
　あと忘れてはいけないのがXFのパフォーマンス
にも128種類の最新サウンドがプリセットされてい
ること！　XSとはひと味もフタ味も違ったグルー
ビーかつ壮大なループ＆シーケンス、オーケスト
レーション、スプリット＆レイヤー・サウンドが満載。
曲作りのアイディアも沸きまくること請け合いだ。

▲トランスポーズ・ボタンなどを含め、すべてをブラックに変更
したことで、精悍な雰囲気に。それに合わせて、ディスプレイ
もシックかつシャープなものになっている。

▲新規搭載の“Natural Grand S6”。そのほか、クラビネッ
トなどの鍵盤系、ブラスやストリングスなど、キーボーディスト
にとってうれしい音色が多数追加された。

▲MOTIF XFでは、フラッシュメモリーを2枚搭載可能。2GB
の音色を追加でき、Web（http://jp.yamaha.com/mp/）
からMOTIF XF専用コンテンツをダウンロードできる。

ボディ・カラーがブラックに変更され、ガラリとその雰囲気を変えたシリーズ最新モデル、MOTIF XF。
ここでは、前モデルから進化したポイントを中心に、その実力を検証していこう。

最新機種のサウンド・実力を検証レビュー
MOTIF XF Review

3

2

1

文：近藤昭雄
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A1  MOTIF、MOTIF ES、MOTIF XS（MM6も含む）です。
A2 シンセ・リード系を歪ませて使うことが多いです。

“Needle Bass” はベースとしてだけではなく高い音域で
も無機質なリードとしてもよく使ってます。減衰系のパッド
の頭にシンバルやベル系を足して、サビ頭などに使うこと
も多いです。すごく華やかになります。
A3 ライブで演奏中のとっさの“とりあえず”エディットでも
ちゃんと応えてくれるので助かります。ほかのハード／ソフ
ト音源の足りない部分を補うこともできるので頼りになり
ます。ハードなギターにも負けないので、家でもライブでも
常にメインで使ってます。
A4 簡単に言うと、音色に飽きがこないです。いつでもい
つまでも使えるスタンダードを擁しながらも、攻めの音色に
あふれているところが好きです。最新のチャートの曲にも
多く使われているはずなので、それが証拠だと思います。
A5 MOTIF、MOTIF ES、MOTIF XSそれぞれのモデル
にしかない好きな音色もあるので、新しいものが出たからと
いって古いものは決してしまい込まずに、新旧混ぜ合わせ
て使って行きたいと思っています。それらをライブでずらりと
並べてみたいです。でもやはり、今はMOTIF XFを並べた
いかも……。

A1 やはりソフトシンセには出せない音の良さと太さです！
MOTIFからES、XSと全部使ってます（笑）。
A2 ピアノです！　曲に合わせて違うのでなかなか1つに絞
れませんが、本当にいい音だと思います！　レコーディング
ではステレオ感の強いXSで、ライブなどは抜けの良いES
が良いかな!?
A3 とりあえず自分の頭のイメージに近い音が入ってる！　
まさにMOTIF！
A4 ライブで複数の鍵盤や音源をコントロールするにも、
とても優れてます！
A5 ずっとマスター鍵盤（笑）。

アーティストが語る「MOTIF」という楽器
MOTIF Artist Comment

A1 MOTIF ES 7、8→MOTIF XS 7と使用しています。
SOUL’d OUTの音源制作及びライブ時においてマス
ター・キーボードとなるものを探していたのでデビュー当時
から使わせていただいています。
A2 ピアノ系は制作のスケッチから最終段階まで必ず
使っているベタ惚れ音色。現代っぽいアレンジでよく使う
のはテクノ／トランス系のシンセ。両者ともソフトシンセに
はない質感が非常に重宝してます。以下気に入っている
音色です。
ピアノ系：Full Concert Grand、Vintage ’74
シンセ系：Soft RnB、Poly Hook、HPF Dance、Power 
Dance Chords、Dirty Chords、Bright Dance
その他：Ethnic Dream、Beauty Harp
　単体でのエディットはほとんどしませんね。そのまま使っ
た方が使う意味があると思います……というかそのままで
即戦力ですから！　ただし曲によってディレイやベンド幅、
アタック／リリースの値を合わせたいなどといった具合で
の微調整はあります。また、エレピやテクノ系のシンセをレ
イヤーさせて使うということが多いです。重ねてさらに好み
の音色を作る感じ。制作面では最終的にミックスでいろ
いろなエフェクト加工を施せるのでほとんどエディットせ
ず、どちらかというとライブ用の音色作りのときに先述のよ
うな処理を施しています。
A3 Everytime !!
A4 学生のころはSY77、99 があこがれの機材だったので
すが、今のボクにとってはMOTIFがそういった対象。最
新のモデルはブラックですしネ！　それと忘れちゃいけない
のは、肝心の音色が“好み”ということ。他社が出してい
るシンセもそれぞれ個性的な音色が持ち味ですが、昔から
ヤマハが持つ独特の質感・キャラ具合などに慣れ親しん
でいるので。アコピ音色は立ち上がりも早く、シンセばか
りのアレンジの中でも抜けが良くて埋もれずパキッとした
感じ。決して生 し々く浮いてない。リアルなんだけどリアル
じゃない。バランスがすごく良いので、制作作業において
ミックスしやすいベクトルを持つ楽器だと思います。
A5 当然今までと変わらずに制作、ライブでもガンガン
使っていきますよ！

A1 MOTIF、MOTIF-RACK、MOTIF ES、MOTIF-RAC
K ES、MOTIF XSを使って来ました。きっかけは初代MO
TIFが発売される同じ時期に、個人機材のコンパクト化を
考えていました。MOTIF、MOTIF-RACKがラインナップに
そろったのをきっかけに、今まで使用していたすべての機材
を排除して、MOTIFを9台使用する音色作りを始めました。
A2 搭載されている音色で一番愛用しているのは“E.
Piano”です。ただこの音色はプリセットにはないもので
独自のエディットによる音色となってます。参考になってい
る音色は、当時使っていたヤマハEX5のエレピを参考に
エディットしています。
A3 どの音色を選んでも問題なく使えるところです。あまり
悩むことなく音色が決められるので作業時間が短く済みま
す。またパフォーマンスで使っていてもエディットしたい音
をすぐエディットできて、さらにユーザー・エリアにストアす
ることなく、ソングで管理できることが非常に助かってます。
A4 音色自体もそうですが、やはり操作性ですね。初代
MOTIFから基本操作が変わってない面もユーザーには
助かります。後継機のXFも楽しみですね。
A5 今後はサンプリング機能を活用したセッティングをして
みたいですね。現在もサンプリング機能は使っているので
すが、電源を落とすたびにデータをロードし直さなければな
らないのですが、XFではフラッシュメモリーが搭載できると
のことで、今後の音色作りが便利になり、さらに新しい音
色を創造できるのではないかと思っています。

A1　導入したのはヤマハ・シンセを愛用してきて音が良
かったので。MOTIF-RACKとMOTIF ESを所有。
A2　エレピ系全般を愛用してます。それにフェイザーのか
かり具合や、トレモロの深さなどをエディット。
A3　ライブ・パフォーマンスにおいてマスター・モードで音
色を自在に並び替えられる。
A4 使い込めば使い込むほど奥深いところ。
A5 1台でどこまでできるかもっと極めてみたい。

鈴
木
大
輔GIRL NEXT DOOR

SOUL’d OUT

Skoop On Somebody

Janne Da Arc

Shinnosuke

KO-ICHIRO

kiyo

向谷実

MOTIFを導入したきかっけは？　

またこれまでに使用してきたMOTIFの

機種名を教えてください。

MOTIFに搭載されている音色の中で、

特に好きなもの、愛用しているものと、

その理由を教えてください。

MOTIFが“使える！”と

感じるときはいつですか？

あなたにとってのMOTIFの魅力とは？

今後どのようにMOTIFを

使用していきたいですか？

Q1.

Q2.

Q3.

Q4.

Q5.

最後は、MOTIFを愛用しているミュージシャンたちの言葉で本特集を紹介しよう。
実際に使いこなしている彼らだからこそ分かる
この楽器の魅力を存分に公開してもらった。

撮
影
：
八
島
崇

Profile ● Janne Da Arcの
キーボーディストとして1999年に
デビュー。これまでに6枚のオリジ
ナルを発表している。2008年に
は1stソロ・アルバム『ARTISA
N of PLEASURE』をリリース。
また楽曲提供、アレンジ、プロ
デュースなど、幅広く活動中。

Profile ● 1997年Skoop 
On Somebodyのキーボ
ーディストとしてメジャー・
デビュー。2008年通算10
枚目のオリジナル・アルバ
ムを発売。2009年ドラム
のKO-HEYの活動休止
後、ボーカルのTAKEとと
もに再始動、リリースやラ
イブを精力的に行う。

Profile ●日本を代表するフュージョン・バンド、カシオペア
のキーボーディスト。現在までに40枚以上のCDを発表。ま
た、鉄道シミュレーション・ゲームの開発も多数手がける。最
近ではUSTREAMなどを駆使し、活動の幅を広げている。

Profile ●ラップ・ミュージッ
ク・グループSOUL’d OUT
のトラック・メイカーとして
2003年デビュー。アーティス
トへの楽曲提供、サウンド・
プロデュースなども行う。
2010年ソロ・ユニットS’
capadeとして作品を発表、
新境地を開拓した。

Profile● 2002年day after tomorrowのキーボー
ディストとしてデビュー。2005年の活動休止後は、
プロデュース業もスタート。2008年にはGIRL 
NEXT DOORとしてデビュー、作品のリリース、ライ
ブとも積極的に展開している。
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A1 MOTIF-RACK、MOTIF-RACK ESを使用してきま
した。
A2 V i n t age’74、Swee tness、Spa rk l eT i n、
WurliTrem、WurliAmped：まずはエレピ群。どの音も
大好きです。存在感もあってすごくきれいで。まずここか
ら試してみます。
60sclean1、60sclean2、Rotator、TouchWah、Mega 
Clean、Small Amp、Metal Mute、OverTheTop：
ギター類もすごいです。かなり使えます。バッキングとかだ
と生楽器と勘違いして気が付かないかもしれません。
A3 音色がしっかりしていてほかに埋もれない骨太さ。そ
して何より音色がきれいなこと。
A4 BoAの「DO THE MOTION」のブラスはMOTIFの
ブラスの音を使っています。生ブラスのシュミレーションで
入れてありましたが、これはこれでかっこいいと思い、結局
そのまま使ってしまいました。やっぱり何よりかっこいい音
かどうかが問題。そんな音がたくさん入っているのが魅力
です。
A5 アルペジエーター機能もなかなかすごいです。本当に
使える、かなり使えるアルペジオ・パターンが入っているの
で、それをちゃんと使ってみたい。

A1 マスター・キーボード1台ですべてをコントロールできる
と言われて久しいですが、そうはうまくいかないのが実情
です。しかしMOTIFが出たときは本当にそういう時代が
来る！と直感してすぐ使い始めました。MOTIF8に始まり、
ES8、ES7、XS8、XS7、すべて使っています。
A2 ベーシックな鍵盤音色はすべて好きなのですが、アル
ペジオを駆使したシンセ音も好きでよく使っています。自
分のよく演奏する音楽はどちらかというとアコースティック
な質感のものが多いわけですが、そんな音楽にもフィット
する数少ないシンセの1つだと思っています。ベーシックな
ピアノ＆エレピ系は常に数種類パフォーマンスで用意して
あって、すべてパッドがレイヤーされています。これを状況
によってコントロールすることで、ほぼ全部のセッションの
状況に1台で対応できます。
A3 どんなジャンルにもマッチする音色＆表現力はもちろん
なのですが、何かひらめいたときすぐそのアイディアに向
かっていける操作性の良さも“使える！”と感じる要因です。
A4 音色の表現力と、1台で何でもできる利便性が極めて
高いレベルで実現されているところです。アイディアを形
にするのにストレスなく楽器に向かい合うことができます。
A5 今でもそうなのですが、MOTIFは用途を限定せずすべ
ての音楽に使いたいと思っています。そんな中からまた新
しいアイディア、新しい使い方が出てくるのだと思います。

A1 デモを依頼されたのがきっかけだったかな。以後、
MOTIFはラックを除き（MOTIFにかかわらず、個人的に

“ラックのシンセ”はあまり好きじゃないので）全機種使っ
ています。
A2 初代MOTIFからずっと入っている“Voodooman”と
いうエグいギター・ソロ音色、XSのクラッシック・ギター系
が特に好き。音色の根幹にかかわるようなエディットはし
ていない。
A3 ソング・モードで16トラックをがんがん鳴らしていると
き。
A4 “楽器”としての完成度が極めて高く、かつ、“マルチ
音源”としてもすげえ便利なところ。コンシュマー型シンセ
の黎明期から30年間くらいいろいろなシンセを使い続け
てきた人間（要するにシンセ年寄り）からすると、MOTIF
シリーズのプロダクツとしての充実ぶりは“単に驚異的”
と評価したい。
A5 砕いて食ったり、上に乗って泳いだりはしない。ライ
ブ、スタジオ・ワーク、そのほか音楽活動の全局面で使い
たい。

A1 発売前からすごいワークステーション・シンセが出ると
ヤマハから聞いていたので。初代MOTIF〜ES〜XS使
用。
A2“Vintage ’74”などエレピ系をローズ代わりに。クセ
がなく、強弱の表現にもよく反応してくれるので。エレピ系
はプリセットのままですが、“Soft R&B”はポルタメントを
増やして、SFKUaNK!!の作品などで活用しています。
A3 MOTIFを弾いているときすべて。ライブのときもレコー
ディング制作時でも使いやすく、いつでも重宝していま
す。ほぼ仕事ごとに使っており、使った現場は数え切れな
いです。
A4 とりあえず“ない音”がない。鍵盤系からドラム系まで
すべてにおいて汎用性のある音色〜ジャンルに特化した
音色を網羅しているので、音楽のアイディアが形になりや
すい。また完成しやすい。
A5 これまでどおり、あるいはこれ以上に使い倒します！

A1　種類の豊富さ、ソリッドなピアノ音色に惹かれて導
入。MOTIF ESとXSを使用。
A2　After 1984、Sweet Flute AF1、ストリングス全般。
A3　音の抜け、太さ、レンジの広さを感じるとき。
A4　生音にない倍音。
A5　生音にないサウンドを出す。

A1 ヤマハからモニターとして使わせてもらったのがきっか
けです。MOTIF ES6、XS6を使用（S90も使用）。
A2 XSのピアノ／パッド／ストリングスの音源はライブ時
にかなり使用しています。またアルペジオ処理されたパ
フォーマンス音色もサウンド作りの基盤になることが多く、
シンセサイザーのみならずドラム・マシン、アルペジエー
ター・シンセとしても重宝しています。ギター系のサウンド
に自分流のストローク的なアルペジオを組んでアレンジ
時に使用したり、アナログ・シンセ的なサウンドを自分流
にアルペジオを組み直しフィルターで味付けしながらレ
コーディングしていくなど。とにかく、シンセの音色とギター
系、ピアノ、ストリングスは“さすがヤマハ”という感じでい
いですね。
A3 ライブ時にベーシックなピアノ、パッド、ストリングス、
リードなどですぐに使用できること。アレンジでのアイディ
アに行き詰まったときにパフォーマンス音色などからインス
ピレーションをもらえること。
A4 オールインワン・シンセのようでいて、実は1つ1つかな
り緻密に作られた、ヤマハの良い部分がとても出ているシ
ンセだと思います。単純に音が好きです。
A5 ライブでもスタジオでもメイン・シンセとして使っていく
と思います。

森岡賢

さかいゆう

YANAGIMAN

小
野
塚
晃

ク
リ
ヤ
マ
コ
ト

福
田
裕
彦

アーティストが 語る「 M O T I F 」という楽 器

DIMENSION

MOTIFを導入したきかっけは？　

またこれまでに使用してきたMOTIFの

機種名を教えてください。

MOTIFに搭載されている音色の中で、

特に好きなもの、愛用しているものと、

その理由を教えてください。

MOTIFが“使える！”と

感じるときはいつですか？

あなたにとってのMOTIFの魅力とは？

今後どのようにMOTIFを

使用していきたいですか？

Q1.

Q2.

Q3.

Q4.

Q5.

撮影：鈴木千佳

Profile ● 1980年、
ベーシスト鳴瀬喜博ら
とのバンドQUYZの
キーボーディストとして
デビュー。スタジオ・プ
レイヤーとして数多く
のレコーディングに参
加後、作編曲家として
の 活 動もスタート。
ゲーム、アニメ、映画
音楽も多数制作する。

Profile●高校卒業後渡米、ジャズ・ピアニストとして活躍。帰国
後は自らのグループで活動を開始し、作品を発表する。また平井
堅などのポップスのプロデューサー、映画音楽監督としても活
躍。最近は新ユニットTOKYO FREEDOM SOULで活動中。

Profile ●シンガー・ソングライター。22歳でLAに渡り、独学
でピアノを始める。帰国後数々のミュージシャンとセッション
を行ったのち、ソロ活動を開始。2009年にメジャー・デ
ビュー、2010年6月に1stアルバム『Yes!!』をリリースした。

Profile ● 1989年にSOFT BALLETでデ
ビュー。95年解散後、布袋寅泰のツアー・
サポートやプロデュース・ワーク、ソロ活動を
行う。2002年SOFT BALLETを再始動。
近年はジェントルマン テイク ポラロイドを
結成、リリースやライブ活動を展開。

Profile ●18歳でプロのキー
ボーディストとしてスタジオ・
ワークを開始。1992年インス
ト・バンドDIMENSIONを結
成、これまでに22枚のアルバム
を発表。2005年プロ活動20
周年を迎えた。現在ライブやプ
ロデュース・ワークなどを精力
的に展開。

Profile ●1989 年ボストン
のバークリー音楽大学へ入
学。帰国後は音楽活動を
開始、上京後関口和之の
ソロ作にアレンジャーとして
参加。その後、ケツメイシ、
エレファントカシマシはじめ
多くのアーティストの楽曲
提供、プロデュースを行う。

MOTIF Artist Comment
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海外アーティストも
MOTIFシリーズを愛用！
もちろん海外においてもMOTIFは
さまざまな現場で使用されている。
ここではそのユーザーの一部を紹介しよう。

オマー・エドワーズ（Jay-Z／サポート）

オンリー・ギル（アリシア・キーズ／サポート）

スティーヴィー・ワンダー

マイケル・マクドナルド

デヴィッド・ブライアン（ボン・ジョヴィ）

A1 長い間、他社製のマルチティンバー・シンセを使ってき
てちょっとほかに目を向けようと思っていたころ、たまたま
ライブでMOTIFを弾く機会があり、良い音だと思っていま
した。そのすぐ後に1UのMOTIF-RACKが発売になった
ので、早速購入しました。家ではこのMOTIF-RACK、ラ
イブでは鍵盤付きのMOTIFを使っています。
A2 アレンジを始めるときのピアノの音は最初に出てくる

“PowerGrand”というのが定番です。それからやや歪み
のエレキはシミュレーションに重宝しています。ライブでは
プリセットの名前は分からないのですが、シンセ・リード
系、ブラス系をよく使っています。エディットするのはディレ
イやリバーブ、EQなどのエフェクトとフィルター、あとは鍵
盤上の弾きやすい位置に持ってきたいのでオクターブは
よく変えます。
A3 ライブのリハーサルで感じます。ピアノにS90を使用し
ていますが、操作が全く一緒なので楽だし、プリセットが探
しやすいので目標に近い音色がすぐに見つかります。あ
とUSB経由で譜面灯の電源がとれたのは“使える！”と
思いました（笑）。
A4 あれば安心の1台です。
A5 これまでと変わらずにライブのメイン・シンセとして、ア
レンジ作業では最初に鳴らす基本の音源として使ってい
きます。

A1 僕のファースト・シンセは、EOS-B500です。以後
B700、B900と愛用、必然的にMOTIFシリーズも使わせ
ていただいてます。MOTIF ES、MOTIF XSと使ってます！
A2 個人的に、コンプ系が好みで気に入っています。基
本、シンセ・パッド系にはダブルでビンテージ・コンプをかけ
て使用しています。プリセットでは、クラビ音色のDX 
Pluck EPがたまりません!!
A3 レコーディング、ライブなどで、愛用させていただいてま
す!!　MOTIFの良いところは、どんなオケにもなじんでくれ
るところです。“どのシンセ使おう……”なんてとき、結局
MOTIFということがよくあります。
A4 まず、プリセットがそのまま使える！　そして、前にも出
したように音なじみが良い！　どんな場面でも対応してくれ
ます。
A5 プリセットが良いあまり、プリセットに頼りすぎなところ
があり……自分なりのエディットの仕方を見つけ、MOTIF
の無限の可能性を引き出していきたいです。MOTIFに自
分を引き出してもらう……という感じですかね（笑）。

Purple Days

河野伸

石
坂
翔
太

Shingo 
Suzuki

A1 1stソロ・アルバム制作時（2007〜2008年ごろ）導入
しました。オールインワン・タイプのシンセが欲しかったの
ですが、多くの機種を試奏した結果、音色や操作性など、
とても使いやすくMOTIF導入のきっかけとなりました。自
宅スタジオではMOTIF XS7を使っています。
A2 全体に生音系の音源は程良く使いやすいサウンド
で、多くの音を使うトラックは、マイクで録音した音よりも
オケになじむ場合が多いです。音源は基本的にプリセッ
トのまま使いますが、シンセ・リード、ベースなどでフィル
ター、レゾナンスのツマミを多用してリアルタイムにその
場で音色を作っていきます。以下、MOTIFの音源でよく
使う音色の一部です。
Full Concert Grand：ピアノ音源としてとても使いやす
く、EQなど加工しやすく重宝しています。生音レコーディン
グでうまくオケにはまらないときにはこのピアノ。／1968：
古めのピアノが欲しいときのベーシックになります。独特
の音色で、上記音色とともに多用しています。／R&B 
Soft：広がりと厚みのあるモダンなR&Bローズ・サウンド。
Ovallのアルバムでもよく使っています。／Early 70’s：
生ローズを録音してうまくハマらないときには、こちら。こ
の音色を元に、加工して行きます。MOTIFのピアノ系音
源は芯があるので、加工しやすい。／16+8+5&1/3：こ
の音源はドローバーで表情が変わり、温く、厚みがある。
デモを作るときに、よく気持ち良過ぎて気が付けばアドリ
ブしまくってます。夜中に1人でヘッドフォンしながら聴い
て変顔になるくらい。ははは。／On Road AS1：MOTIF
のオルガン音色の中で一番好きです。歪ませると最高に
ホットなサウンドに。R&Bのバラードなどに良く使っていま
す。Lush：ストリングスでよく使う音源。重たくなく、明るめ
に聴こえます。Ovallのアルバムでも多用。／Analog 
Strings：こちらもよく使うストリングス。サンプリングのテイ
ストを付け加えたり。ライブでももちろん使える音源。
A3 インスピレーションが沸いた瞬間、すぐに使える音源
がスタンバイしているところです。頭に浮かんだモチーフを
すぐに演奏できるとき。演奏したサウンドが、“これだっ”
と思えて、そのまま音源に使用するとき。
A4 充実し、使える音色が豊富にある点が最大の魅力で
す。あとはPCにはない操作性。電源を入れてからすぐに
演奏することができるし、豊富なパラメーターをツマミでリ
アルタイムに操作できる点も魅力です。また、吸い付くよう
で滑らかな鍵盤のタッチ。これはシンセ・リードやローズ系
の音色まで非常に演奏しやすいです。安定した動作も魅
力です。PCの音源のように固まったりといった不安がな
いところも安心して制作に没頭できる利点だと思います。
A5 フィルターなどのパラメーターを使いこなしてゆけば、
無限に新しい音色を作り出すことができるし、あまり使っ
ていないプリセットの音色を使って新たな音楽を創ってい
きたいですね。

問ヤマハ お客様コミュニケーションセンター
シンセサイザー・デジタル楽器ご相談窓口

ナビダイヤル：0570-015-808
（携帯電話、IP電話からおかけになる場合は、fl053-460-1666）

ht tp:/ / jp. y amaha.com /mp /

Profile ● 高校時代よりバンド活動を開始。1994
年SPANK HAPPYを結成。脱退後は中島美嘉、
Crystal Kayをはじめ、アーティストのアレンジやプ
ロデュースのほか、楽曲提供、ライブ・サポートを行
う。映画やドラマのサントラも多数手がける。

Profile ● ベーシスト、キーボーディスト、ト
ラック・メーカー。2008年リリースの1stア
ルバム『The ABSTRACT TRUTH』
が、国内外で話題になる。Ovallのリーダー
として活動するほか、アートと音楽を融合
させたソングブックを毎月リリース。

Profile ● 2007年にPurple Daysと
して活動を始める。その才能を小室
哲哉に見い出され、結成半年後にし
てTM NETWORKのコンサートに
出演。2009年avex／tearbridgeと
契約、2010年デビューを果たす。3月
には1stアルバムをリリース。
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YAMAHA

文：守 尾 崇 ／ 撮 影：星 野 俊価格 ● MOX6 ： 61鍵セミウェイテッド鍵盤モデル／MOX8 ： 88鍵GHS鍵盤モデルともにオープン・プライス

MOTIF直系のサウンドを受け継ぎ
軽量化、低価格化の上、充実の機能を搭載した
ユーザー・フレンドリーなシンセサイザー

MOX
ナビダイヤル fl0570-015-808（携帯電話、IP電話からおかけになる場合は、fl053-460-1666）

問ヤマハ お客様コミュニケーションセンター シンセサイザー・デジタル楽器ご相談窓口

R
e
v
ie

w

●鍵盤：MOX6＝61鍵セミウェイテッド鍵盤、MOX8＝88

鍵GHS鍵盤●音源方式：AWM2+アーティキュレーション
機能●最大同時発音数：64音●マルチティンバー数：内
蔵音源16パート+A/Dインプットパート●波形メモリー：
355MB相当（16ビットリニア換算）、2,670ウェーブフォ
ーム●ボイス数：プリセット＝1,024ノーマルボイス、GM

＝128ノーマルボイス、ユーザー＝128×3、ノーマルボイ
ス●パフォーマンス数：ユーザー＝ 256音色（最大4パー
ト）●フィルター：18タイプ●ドラムキット数：プリセット＝
64ドラムキット、GM＝1ドラムキット、ユーザー＝32ドラム
キット●エフェクター：リバーブ×9タイプ、コーラス×22タ
イプ、インサーション（A、B）×54タイプ×3系統、ボコー
ダー×1、マスターエフェクト×9タイプ、マスターEQ（5バ
ンド）、パートEQ（3バンド、ステレオ）●シーケンサー容
量：約226,000音●音符分解能：四分音符/480●最大同
時録再音数：124音●アルペジエーター：プリセット＝
6,720タイプ、ユーザー＝256●外形寸法：61鍵＝1,030

（W）×358（D）×125（H）、88鍵＝1,320（W）×405（D）
×168（H）mm●質量：MOX6＝7kg、MOX8＝14.8 kg

▲リア・パネルの端子類は左から、USB（TO DEVICE、TO HOST）、MIDI（THRU、OUT、IN）、フット・スウィッチ（アサ
イナブル、サステイン、フット・コントローラー）、アウトプット（R、L/MONO）、ヘッドフォン、A/Dインプット（R、L）を備える。

12 キーボード・マガジン2011年SUMMER号より（P12〜15）



　今回ヤマハから登場したシンセMOXは、その
名にMOと入っていることから想像できるように、
同社の歴史あるMOTIFシリーズの流れをくんだ、
初心者からプロまで幅広く使える、かなりコスト・
パフォーマンスの高いシンセとなっている。さっそ
くその実力を紹介していこう。

パフォーマンスクリエーターで
感覚的に音作りが可能
　MOXは鍵盤数の違う2種類のラインナップが
あり、61鍵盤（セミウェイテッド鍵盤）のMOX6と、
88鍵盤（GHS鍵盤）のMOX8だ。今回この記事
を書くに当たってMOX8が送られてきたんだが、
箱から出してビックリしたのが……その軽さ！　
スペックを見たらなんと14.8kg！　1人でセッティ
ングするのに全く問題ない重さだ（もちろん個人
差はあると思うが……）。ちなみにこのGHS鍵
盤、アコースティック・ピアノのように低音域はタ
ッチが重く、高音域は軽くなっていて、88鍵でこ
の価格でこのタッチは素晴らしい。ちなみに
MOX6も7.0kgと従来（MOTIFシリーズ）から約
30%も軽量化されているので、ライブなどで持ち
運ぶことの多い人にはうれしいだろう。
　さて、さっそく取説を開いてみると、最初に開
発チームからのメッセージとして“MOXはプロ・ク
オリティの音や機能をすべてのプレイヤーの方々
が使いやすくなることを目指して開発されたモデ
ルです”とある。こういう作り手が見える感じって

“この野菜は私が作りました”みたいな安心感が
あっていいね（笑）。
　音源はAWM2音源で、波形メモリーはなんと
355MB（16bitリニア換算）で、2,670波形とい
う大容量！　この容量、最新のMOTIF XFよりは
少ないものの、MOTIF XSと同じという大奮発。
この大量の波形を使用して1,217ボイスがプリ
セットされている。もちろん、大量の音色から欲
しい音を探すためのカテゴリーサーチ機能も内
蔵しており、最近のMOTIFシリーズより画面は

小さいものの、イラストが表示され分かりやすく
なっている。お気に入りの音色を集めることので
きるフェイバリット機能のマークが“♡”なのが個
人的にツボ（笑）。
　そうして見つけたお気に入りの音色をエディッ
トしたい場合、基本的な音作りに関しては8つの
ノブを使ってできるので感覚的に操作できる。さ
らに初心者に優しいのが“パフォーマンスクリエ
ーター機能”。これは例えばエレピの音を弾きなが
ら“この音にストリングスを重ねたいな”と思った
ら[LAYER]ボタンを押すだけで自動的に音色が
重なり、カテゴリーサーチ画面になるので、そこで
重ねたい音色を選び必要に応じて微調整してス
トアすれば簡単にオリジナル・パフォーマンスの
完成！というすぐれもの。ほかにも、演奏していて
使用することの多いオクターブ・シフト、トランスポ
ーズ、アサイナブル・キーなどが、左手側の操作し
やすい所に配置されているのはうれしい。またか
なり細かいことだが[UTILITY]ボタンを押しなが
ら[INC]/[DEC]ボタンを押すことで、演奏中でも
簡単に画面のコントラストを変更できるのも、ラ
イブの際に照明などで画面が温まって見えにくく
なったときはかなり便利だろう。と、使いやすさに
関してのいろいろな気遣いがとても良い。
　また、生楽器系のプリセット音色を弾いている
と、とても自然に弾ける音が多いことに気付く
が、これはMOTIF XSから継承された、XA機能

（エクスパンデッド アーティキュレーション）が生
きていて、例えばブラスの音色で、レガートで弾い
た際にはアタック部分のないエレメントが再生さ
れることで、自然なレガート演奏ができたり、弾く
たびに発音するエレメントを切り替えることで、同
じ音を連打しても違う波形が鳴り、より自然な演
奏ができるようになっている。XA機能は生楽器
系以外にも、弾くたびに全く違う音が鳴るような
トリッキーな音色にも効果的に利用されている。
　さらにエフェクト機能も充実。ハイクォリティな
リバーブREV-Xや、ビンテージ・エフェクトを回路
レベルでシミュレートしたVCMエフェクトも内蔵さ
れているので、空間的な広がりから過激な音まで
プロ・レベルの完成度で音を完成させることがで
きる。またマイクを接続してボコーダーとして使う
こともでき、ロボ声具合も良く（笑）オススメだ！

USBケーブル接続で確立する
オーディオ・インターフェース機能
　MOTIFという名前の由来でもある、あるモチー
フから曲として仕上げていくための操作性の良さ
ももちろん受け継がれている。例えばパフォーマ
ンス・モードで弾きながらイメージが浮かんだら、そ
のままRECを押しメトロノームに合わせて演奏す
るだけでソングやパターンに記録できるので、そこ
から必要に応じて修正していけばパッと浮かん
だイメージを損なうことなく曲を作っていくことがで
きる。もちろん鍵盤を弾けない人や、手で弾けな
いようなフレーズのためのステップ・レコーディング
も用意されている。ソング、パターンのメモリーは
フラッシュROMなので、ストアさえ忘れずにしてお
けば電源を切っても消えないところも便利だ。
　さらに今回特筆すべきがオーディオ・インターフ
ェースとしての機能！　これはMOXとコンピュータ
ーをUSBケーブルで接続することで、コンピュータ
ー上のDAWソフトの音をMOXから出力したり、逆
にMOXのA/D INPUTに接続したマイクやギター
などの音や本体の音をDAWソフトに録音するこ
とができるという優れもの。MOXには、コンピュー
ター上のDAWソフトをMOX本体のツマミやスライ
ダーで便利にコントロールするためのリモート・コ
ントロール機能も内蔵されているので、バンドルさ
れているスタインバーグ社製DAWソフトウェア

“Cubase AI”をコンピューターにインストールすれ
ば、高音質でコンピューターと直接交互に音をや
りとりし、MOXで曲を作り、歌やギターなどのエデ
ィットやエフェクトはDAWで作り込むという、生楽
器も含めた本当の意味でのトータルな制作環境
をかなりのクオリティで完成させることができる！
　さらにその先へ向けての発展性という意味で
は、マスター・キーボード機能として鍵盤の領域を
4つにわけ、外部の音源やMOX本体を別々にコ
ントロールすることもできるので、将来さらに音源
を買い足してライブなどで弾き分けたいと思った
ときもしっかり対応できる。
　こんな、MOTIFシリーズの弟分（？）というにはもっ
たいないほどの機能と発展性を持ったこのMOX。
初心者はもちろんプロでも十分使えて、軽くてコス
ト・パフォーマンス良くて……いい時代だなー（笑）。

❶8つのノブを搭載し、演奏中のボイスの音色やエフェクトに関する設定など、さまざまなパラメーターを調節可能。左側のファンクション・ボタンで割り当てる
機能を選択する。  ❷インサーション、システム、マスターの各エフェクトを選択するボタン。  ❸カテゴリーサーチ・ボタン。選択中のパートに割り当てられるボ
イスのカテゴリーサーチ画面が表示され、素早く音色選択が可能。  ❹パフォーマンスクリエーター・ボタン。レイヤー、スプリット、ドラム・アサインのボタンを
備え、選択しているボイスを元にパフォーマンスを作ることができる。 ❺ファンクション、サブ・ファンクション・ボタン。各モードの中にある機能を選ぶボタン。  
❻グループ・ボタン。ボイス/パフォーマンスのグループを切り替え時に使用。カテゴリーサーチ機能使用時には、カテゴリー選択ボタンとして機能する。

1

5

2 3 4

6

355MBの大容量波形による1,217音色

VCMエフェクトを内蔵

音色を即座に選べるカテゴリーサーチ
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●MOXシリーズを手にして、まずどういうところ
から試してみましたか？
Gakushi　プリセット音色をひととおりチェックした
後、上モノ的によく使うブラスの音色でパフォーマ
ンス（複数のボイスを組み合わせた音色セット）
を組んでみるところから始めました。MOXにはパ
フォーマンスクリエイターという機能があって、簡
単な操作でレイヤーやスプリットを作れるので、す
ごく良いと思いましたね。ボタンを押したらこうなる
んだなというのが瞬時に分かるので、ビギナーの

ワークステーション・シンセサイザーに求められる音の
良さと機能性を満たした上で、手ごろな価格と軽量性を
兼ね備えたヤマハの新製品＝MOXシリーズが注目を集
めている。MOTIFクオリティの音源エンジンによって生
み出される“使える音色”を簡単な手順で操り、心地よ
い感触で演奏できる——まさに楽器の基本と思える特
長をバランス良く備えている点が、同シリーズの大きな
魅力と言っていいだろう。ここでは、そんなMOX6／
MOX8の発表イベントでデモンストレーターを務めてい
たキーボーディストのGakushiに登場願い、MOXシリ
ーズの良さを知り尽くした上での素直な感想を聞かせて
もらった。ヤマハ・ホームページ上のオリジナル・デモ曲
もぜひ併せて聴きながら読んでいただきたい。

MOTIF XSと同じ335MBの大容量波形による
1,217音色を搭載したMOXシリーズは、ライブか
ら音楽制作まで幅広いシチュエーションでの使い
勝手を追求したワークステーション・シンセ。鍵盤
数／鍵盤機構以外は両機種とも共通のスペック
となっている。特筆すべきは、従来の30％以上
の軽量化に成功している点で、88鍵のMOX8で
も15kgを切る軽さ。MOX6にいたってはわずか
7kgという、本格的なワークステーション・シンセ
としては驚異的とも言える軽量性を実現している。

取材・文：西本 勲
撮影：鈴木千佳

●Gakushi……15歳のころヤマハEOS B900を手に入れてキーボー
ドを始め、23歳でプロ活動をスタート。主にR&B系アーティストのレコ
ーディングやツアーに参加、ツアーではバンマスを務めることも多い。
これまでに関わったアーティストはm.c.A・T、DOUBLE、AI、BoA、
May J.、加藤ミリヤ、DA PUMP、三浦大知、HOME MADE家族、
GAKU-MC、Skoop On Somebody、東方神起、JYJなど多数。

ヤマハMOXシリーズの
魅力をGakushiが語る！

こ
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MOX6
価格：オープン・プライス
61鍵セミウェイテッド鍵盤（イニシャルタッチ）

MOX8
価格：オープン・プライス
88鍵GHS鍵盤（イニシャルタッチ）

人でも使いやすいと思います。慣れれば目をつ
ぶっていても使えるんじゃないですか？（笑）　そ
の機能を使って、ライブで使えそうな音をすぐに
作ることができました。
●いろいろな音色を聴いた中で、特に気になっ
たサウンドは？
Gakushi　僕は割とエッジの立ったシンセ・ブラ
スが好きなんですけど、MOXのブラスを聴いたと
き、MOTIF XFより好きかもしれないと思ったん
です。ヌケの感じが違うんですよ。単体で聴いて
そう感じただけでなく、セッションでも使ってみて確
認しました。全く別のキャラクターとして使えると思

いましたね。
●鍵盤楽器系の音色はどうでしたか？
Gakushi　ピアノ系の音色はさすがにMOTIF
からの流れを踏襲していて、価格帯以上の良い
音だと思います。いつもツアーとかで使っているの
と同じ音だという安心感もありました。チャーチ・
オルガン的な音色も良いですね。僕はジャズ・オ
ルガンとかロック・オルガンのような歪み系の音が
あまり好みじゃなくて、パーカッションもあまり使わな
いくらいなので、クリーンなオルガンで良い音がす
るのはうれしいです。でもレスリーのシミュレーター
も、回転している感じがすごく出ていて良いと思

MOTIF XFとは別の個性を感じます

http://jp.yamaha.com/mp/Sound
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▲ MOXの注目すべき特長の１つに、鍵盤の弾き心地の良さがある。
MOX8に搭載されたピアノタッチのGHS鍵盤はもちろんのこと、MOX6
の新開発セミウェイテッド鍵盤は、Gakushiも“61鍵シンセでここまで弾
きやすいのはすごい”と驚きの声を上げるほどの出来映え。“音色ともうま
くリンクしていて、弾いてて「いいぞ！」っていうのをすごく感じます”。

▲

さまざまなソフトウェアが付属し、高い連携性の下に活用できるのも
MOXシリーズの魅力。専用エディターやDAWソフトCubase AIをはじめ
として、楽器もシーケンサーもハードウェア派を自認するGakushiが太鼓判
を押したオルガン音源YC-3B（右画面）、“アクや主張もあるけど、アンサ
ンブルにうまくなじみます”というシンセ音源Prologueがバンドルされている。

▲

インタビュー中でGakushiが何度も言及しているパフォーマンスクリエイ
ターは、MOXの使い勝手を飛躍的に高めている注目の機能。例えばボイ
スモードでLAYERボタンを押し、レイヤーしたい音色を選ぶと瞬時にパフォ
ーマンス（音色セット）を作成できる。同様にスプリットや、ドラム・パート
を重ねたパフォーマンスの作成（DRUM ASSIGN）も簡単に行うことが
可能。演奏の手を休めずに幅広い音作りを楽しめる、うれしい機能だ。

「Le_t Go」について

MOX本体だけでここまで作れるんだ、というところを体感してほしいです

　今回、Gakushiが提供してくれた「Le_t Go」
は、すべてのパートをMOX8で制作したトラック。
打ち込みも内蔵シーケンサーで行い、本体の出
力をダイレクトに録音したという。まさにMOXの
実力を体感できるこの曲について、Gakushi本
人に解説していただこう。

　「ドラムに関しては、普段R&B ／ブラック系の
音楽をやっていて、特に生ドラム系の音色になか
なか満足できないことが多いんです。だいたいス
ネアのピッチが低くてロック／ポップスっぽくなっちゃ
うんですけど、MOXに入っている音はその悩み
を解消してくれました。今回の曲では、Power 

いましたよ。オルガンといえば、付属のソフトウェ
ア音源YC-3Bもかなり気に入りました。使いやす
くて動作も軽いし、グリスしても音がグチャグチャ
になったりしない。今までソフト音源はあまり使って
こなかったんですけど、こんなに良いんだ！とびっ
くりしました。

●高密度なリバーブや、MOTIF XSで高い評
価を得ているVCMエフェクトなど、内蔵エフェク
トも充実しています。
Gakushi　僕はギタリストがいない現場で歪み系
のギター・パートを弾くことがけっこう多いので、ディ
ストーションの音は注意深くチェックします。MOX
には、シミュレーターっぽくない感じで豊かに歪む
音があって、バッチリだなと思いました。フィードバッ
クも良い感じで出せるのでよく使っています。
●価格帯的にアマチュア・ユースも重視している
と思いますので、内蔵シーケンサーの使い勝手

Standard Kit 1という音色を使っています。逆
にベースはシンベでやってみようと思って、モーグ
的な低音感で下を支えてくれるFat Sineという音
色を選びました。ドラムもベースも、ちょっとした音
の違いでグルーブが変わってしまいますけど、今
回はすごく良い音が見つかったと思います。
　メロディを弾いているエレピの音色はNatural 
Wurliy、バッキングの生ピアノはFull Concert 
Grand。どちらもプリセットそのままで使いました。
サビで出てくるオルガンはFullyです。
　ブラスはBright Section。普段ならパフォーマ
ンスを組んで使うところですけど、ここではソング・
モードなので素の音色です。スパッと切れる感じ

も気になるところです。
Gakushi　僕自身けっこう打ち込みもやるんです
けど、シーケンサーは今でもハードウェア派なんで
す。ハードでやる楽しさが好きなので、MOXの
シーケンサーもスムーズに使えました。リアルタイム
録音が全くストレスなくできただけでなく、普段は
やらないステップ録音も試してみたらとても簡単に
できました。これならビギナーでもすぐにトラックを
作れますね。まさにオールイン・ワンだと思いました。
●MOXシリーズをライブで弾くと想定したときの
使い勝手についてはいかがですか？
Gakushi　やはり最初に話したパフォーマンスクリ
エイター機能がポイントですね。僕は特にピアノと
ストリングスをレイヤーして使うことが多いんですけ
ど、それが瞬時にできるだけでなく、２つの混ざり
具合いをノブで調整することもすぐにできます。最
初は素のピアノの音で始まって、途中から徐々に
ストリングスを足していって盛り上げる、というよう
な使い方が簡単にできるのはうれしいです。ちょっ

で、とても気に入っています。
　後半で味付け程度に鳴らしているシンセは、
MOXの中でも特に好きなStraight RBという音
で、サビのバックにも薄く入れています。プリンス
の2年前くらいのアルバムにけっこう入ってたなと
思うような音で、普段のセッションでもよく使います。
この音だけはソリッド感を増やそうと思って、少し
違うノコギリ波を足しました。
　全体のバランスは、弾いているときのベロシティ
でほぼそろえてあるので、最後に微調整したくら
いです。とにかく素の音をメインにして、本体だ
けで作った音でもこんなにすごいんだ、というのを
体感してもらえるように作りました」

とした操作の加減で、思いもしなかった面白い音
色を作れる可能性もありますね。シンガーと僕だ
けみたいなシチュエーションではスプリットもよく使う
ので、このパフォーマンスクリエイター機能は重宝
します。あと、僕はけっこうキーボードをたくさん積
むのが好きなので、軽いというのも良いですね。
車を持っていないころは61鍵のキーボードでもカ
ートに載せて運んでいましたけど、これならリュッ
クみたいに背負えてしまうのは魅力です。
●MOTIF XFも使っているGakushiさんです
が、あえてMOXシリーズを使いたくなる場面もあ
りそうですか？
Gakushi　ブラスのようにMOTIF XFよりも好き
な音色があるというのは大きいし、さらに探ればそ
ういう音色はまだまだあると思います。ロックやポッ
プスなど全般に使えると思いますけど、僕が専門
とするR&B系の音楽には絶対欠かせない１台で
すね。こんなに軽くて値段も手ごろで、これだけ
のクオリティのシンセってほかにないと思います。

値段を超えた魅力が詰まった１台です

http://jp.yamaha.com/mp/Demo  Sound
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この小冊子はリットーミュージック社キーボード・マガジン2010年AUTUMN号、
2011年SUMMER号の記事をもとに加筆・修正したものです。

●MIDIは社団法人音楽電子事業協会（AMEI）の登録商標です。●他の会社名・製品名などは各社の商標または登録商標です。●製品の規格および仕様は、改良のためお断りなく変更する場合がございます。
●本カタログは印刷物のため、商品の写真と実際の色とが異なる場合がございます。

［音源部］
●音源方式：AWM2+アーティキュレーション機能●最大同時発音数：128音●マルチティンバー数：内
蔵音源16パート、オーディオ入力パート（A/D、FW*） *1ステレオパート●波形メモリー：741MB相当
（16bitリニア換算）、3,977ウェーブフォーム●ボイス数：プリセット＝1,024ノーマルボイス＋64ドラム
キット GM: 128ノーマルボイス＋1ドラムキット ユーザー＝128ノーマルボイス×4 バンク（ユーザーバ
ンク1にプリセットには無いボイス、 ユーザーバンク2、 3、4にはプリセットからのピックアップ）＋32ド
ラムキット（No.1～8: プリセットには無いドラムキット、No.9～32: プリセットからのピックアップ）●パ
フォーマンス数：ユーザー＝128×4音色（最大4パート）●フィルター：18タイプ●エフェクター：リバーブ
×9タイプ、コーラス×22タイプ、インサーション（A、B）×53タイプ×8パート（計16基）、ボコーダー×1

（インサーションA、Bを一組として使用）、マスターエフェクト×9タイプ ＜各エフェクトタイプにプリセッ
トプログラム搭載（計320）＞ マスターEQ （5バンド）、パートEQ （3バンド、ステレオ）
［シーケンサー］
●シーケンサー容量：約130,000音●音符分解能：四分音符/480●最大同時録再音数：124音●テンポ
（BPM）：5～300●レコーディング方式：リアルタイムリプレース、リアルタイムオーバーダブ（パターン
チェーン除く）、 リアルタイムパンチ（ソングのみ）※ステップレコーディングは搭載されておりません。
●トラック数：＜パターンモード＞フレーズトラック×16 ＜パターンチェーンモード＞パターントラック、
テンポトラック、シーントラック ＜ソングモード＞シーケンサートラック×16 （トラックごとにループ設定
可）、テンポトラック、シーントラック●ソング数：64ソング ミキシングボイス＝1ソング/1パターンあた
り16個 （最大で256個）、ミキシングテンプレート: 32個●パターン数：64パターン（×16セクション）、
小節数: 最大256●フレーズ数：ユーザーフレーズ＝1パターンあたり256ユーザーフレーズ●アルペジ
エーター：プリセット＝7,881タイプ、ユーザー＝256タイプ ※MIDIシンク、MIDI送受信チャンネル、ベ
ロシティーリミット、ノートリミット設定可●シーンメモリー数：ソングごと5シーンメモリー
［サンプラー］
●最大サンプル数：128ウェーブフォーム（マルチサンプル）、ウェーブフォームごとに256キーバンク合
計512キーバンク●サンプルデータビット：16bit●サンプリング周波数：44.1kHz、22.05kHz、
11.025kHz、5.5125kHz （ステレオ/モノ） ＜FW入力時（別売FireWire拡張ボードFW16E装着時）＞ 

44.1kHz固定●波形メモリー：内蔵SDRAM＝128MB●最大サンプルサイズ：1モノサンプル＝32MB、
1ステレオサンプル＝64MB●サンプルフォーマット：MOTIF XFオリジナルフォーマット、WAV、AIFF

［その他］
●鍵盤数：XF6＝61鍵（FSX鍵盤）、XF7＝76鍵（FSX鍵盤）、XF8＝88鍵（BH鍵盤）●操作子：ピッチベ
ンドホイール×1、モジュレーションホイール×1、リボンコントローラー×1、アサイナブルコントロール
スライダー×8、アサイナブルノブ×8、アサイナブルファンクションボタン×2、データダイアル×1●ディ
スプレイ：320×240ドット 5.7インチ グラフィックカラーLCD （バックライト付）●接続端子：OUTPUT 

L/MONO, R （標準フォーンジャック）、ASSIGNABLE OUTPUT L, R （標準フォーンジャック）、A/D 

INPUT L, R （標準フォーンジャック）、DIGITAL OUT、 PHONES（ステレオ標準フォーンジャック）、
FOOT CONTROLLER 1, 2、FOOT SWITCH×2（SUSTAIN, ASSIGNABLE）、MIDI IN/OUT/

THRU、 USB（TO HOST, TO DEVICE）、AC IN、ETHERNET（100BASE-TX）、IEEE1394（別売
FireWireエクスパンションボード「FW16E」装着時）●外形寸法：XF6＝1,045（W）×122（H）×391

（D）mm、XF7＝1,252（W）×122（H）×391（D）mm、XF8＝1,439（W）×168（H）×466（D）mm

●重量：XF6＝15.1 kg、XF7＝17.2kg、XF8＝28.9kg

ヤマハシンセサイザー関 連ホームページ

MOTIF XF8（88鍵BH鍵盤搭載モデル）
価格：オープンプライス

MOTIF XF7（76鍵FSX鍵盤搭載モデル）
価格：オープンプライス

MOTIF XF6（61鍵FSX鍵盤搭載モデル）
価格：オープンプライス

http://jp.yamaha.com/mp/

M O T I F  X F  S p e c i f i c a t i o n

※MOX6/MOX8のスペックはP.12を参照


